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している点にある。 INTERMAPはアメリカ 8集団、イギリス 2集団、日本4集団、中国3
集団の40・59歳男女各260名、総計5000名近くに及ぶ調査である。個人の栄養素摂取量と
食物摂取量の把握は、 4日間の24時間思い出し法を基準の栄養調査方法とし、料理を基準
とした世界の標準に合わせた栄養素成分表を作成して栄養素摂取量、食物摂取量を計算で
きるようにした。栄養素の追加、補助食品の追加、等も含め、この一連の膨大な栄養のデ
ータベース作成作業とその行程がこの報告書に記載されている。血圧測定は異なる 4日間、
計8回の測定値を得た。また、蓄尿は24時間蓄尿を2回実施した。さらに、ハワイの日系
人を加えた副研究として INTERMAP対象者に採血を加え、血清脂質値、血糖、フィブリ
ノーゲン等の循環器疾患関連因子を標準化して実施する研究、 INTERLIPIDを実施した。
これにより、日米における循環器疾患危険因子の栄養をも含めた総合的な所見の比較が可
能となった。
この報告書は、 INTERMAPの研究概要と研究計画、マニュアル、栄養調査データベース
の作成過程、 INTERLIPIDの結果、等を含んでいる。 INTERMAPの結果は、現在国際共
同研究の規定にしたがって近々最初の論文が完成する予定であるが、現在は順次国際学会
での部分的な成果の発表がなされている段階である。本報告書は、したがって、INTERMAP
の一部成果のまとめであり最終版ではない。血圧と栄養素との関係等の分析は、
INTERMAP全体として実施し、一部の調査対象者で、はパワー不足から実施しないことにな
っている。したがって、この報告書での成績の提示は記述的なものを中心とした。
INTERMAP、INTERLIPID研究は国際疫学共同研究の典型であり、この経験は標準化
のみならず研究体制の組み方、役割分担等、学ぶ点の多いものとなった。また、いかに協
力体制と信頼関係が大切であるかも学んだ。また、本共同研究を成功裏に導くために、す
でに準備の段階も入れると 8年以上を要し、容易ならない研究で、あった。それだけに、本
研究に参加した多くの研究者、研究協力者は様々のことを学んだと確信している。
本報告書が今後実施される疫学共同研究の一助となれば幸いである。
